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　　②その他

　配布資料に基づき、事務局から富士見市産業振興基金の活用に関するアンケー
ト調査の分析結果を説明。その後、富士見市産業振興基金の活用が見込める他市
町村の産業別施策一覧（農業、商業、工業）について、概要を説明。

　また、西本委員から「ローカル経済が循環する街」として、配布資料に基づ
き、市内で経済を回す「循環づくり」の必要性について、他市との現状比較や事
例等を踏まえながら説明が行われた。

　※富士見市産業振興審議会設置条例の規程により、会長が議長となり議事を進
行する。

　市内の事業者が頑張れる環境づくりに向けて、アンケートの結果等を踏まえな
がら基金を使って何を行うべきか。農業、商業、工業の分野ごとに課題や支援方
法について議論を進めたい。まずは、農業分野から意見を伺いたい。前回の審議
では、設備投資による生産性の向上や労働時間の縮減、三芳町で行っている地元
野菜の購入者に対するキャンペーン等について意見をいただいたが、いかがか。

会長



会長

事務局

　市内で農業を継続していく際に危惧されるのが、後継者や労働力の不足であ
る。市内の農家は家族経営が基本であり、現状、人を雇ってまで収益を上げるこ
とは難しい。また、耕地面積の狭い市内農家が収益を増やすためには、耕作の回
転数を増やして生産量を増やさなければならず、労働力が必要になる。そこで、
機械の導入が検討されるが、高額の費用がかかり、投資に踏み切れない状況であ
るため、補助を受けることができるとありがたい。耕作放棄の畑を減らすことは
環境保全にもなるし、機械化による労働時間の短縮は、空いた時間を祭りなどの
地域コミュニティの参加に使うことも可能になる。

委員

　三芳町のキャンペーンを発展させ、例えば富士見市産の野菜を購入して地産
シールを２０枚集めたら、いるマルシェや直売所等で富士見産の野菜を１点おま
けし、そのおまけ分の費用を基金で補助するという制度を作ってもよい。市内産
野菜の消費拡大につながる。

委員

　直売所のみを対象とするのか、或いは野菜のおまけだけでなく、収穫祭に参加
する権利をプレゼントするなど、色々なアレンジが考えられる。また、そのよう
な交流の場を商店街や街中に用意してもよいと思れるので、農家の皆さんを中心
に今後研究チームを立ち上げて検討を進めてもよいと考える。

会長

　農家は早朝５時から作業を行っているので、現状の負担も考慮する必要があ
る。ただし、お客の多い夜間の販売は短時間で効率がよいとも感じているので、
売り手の確保等が可能であれば可能性はあると考える。

委員

　道の駅のような委託販売という方法もある。

　「つきいち」という農産物の販売会を市役所内で毎月第３火曜日に開催してい
るが、市役所は遠いので地域で実施をという声もある。また、毎年１１月２３日
に開催しているふじみマーケットがあるが、過去に鶴瀬地域に出張したミニ版の
ふじみマーケットを開催したことがあり、地元の方からは継続をという声もあっ
た。その際には富士見市商工会による代理販売を行った。基金を使って委託費を
補助するという方法もあるし、消費者と生産者が顔を合わせる機会という点につ
いても研究の余地がある。

　ビニールハウスを活用して出荷時期をずらすと収益が上がるので、ビニールハ
ウスへの補助もよいと考える。また、飲食店としては、安価とはいえ、必要な素
材を求めて個々の直売所を歩き回るのは難しいので、道の駅のようなマーケット
があるとよい。市内産の野菜を市内で販売するということで流通コストがかから
ない分や、形が悪く農協等に出荷できないものを安価に提供してもらえるとあり
がたい。

委員

　産直販売ということでは、乗降客の多い駅前で夕方から夜間にかけて朝どりの
野菜を販売するとよい。午後８時を過ぎてもかなりの乗降客がいるし、日中の直
売所では、散歩中の高齢者の方ぐらいしか購入ができず、購入したくてもできな
い方も多いと思われる。

会長

　市内産の農産物の販売促進については、コミュニティの要素を加えて事業化
し、基金で支援を行えるとよい。また、設備投資については、誰にどういう形で
支援を行うのか制度設計が必要になる。設備投資による労働の緩和が生産の拡大
につながり、収益が向上し、市の税収アップにもつながるというシナリオを描け
るとよい。

委員



委員

事務局

　店舗の改修等に基金を使用すると、面白みに欠けてしまう感がある。補助はあ
りがたいが、活性化や振興につながるのか疑問を感じる。また、広告宣伝費を始
め何にでも利用可能とも思われるが、商業分野に利用が偏ってしまっても他の分
野で困ると思うので、市のアピールにつながる名物やメニュー開発に基金を使う
とよいと考える。

委員

　たまに時期外れのものを契約レストランから要求されることもあるので、ビ
ニールハウスも一つの方法ではあるが、そこに集中しすぎてしまうと他に手が回
らなくなってしまうこともある。消費者は３６５日トマトはあるものという感覚
である。

　やはり旬のものは味が違うので、きちんと説明できるとよい。市内に住んでい
るから農家と付き合いがあって、今の旬やおいしく食べられる方法を知り、自宅
で安く作って食べられるというのは価値になる。

　三芳町ではさつまいもなどをブランド化して販売する戦略を進めているが、富
士見市は多品種少量生産なので、年間を通じて何でも供給できる状態ではなく、
マッチングの問題が生じる。ただし、様々な産業界が交われば可能性も広がると
考えられるので、これからの研究課題である。今回は時間的な制約もあるため、
設備投資に対する支援と、富士見市産の野菜の販売促進兼地域コミュニティとし
ての取り組みという視点での事業支援を検討することとしたい。
　次に、商業分野の意見を伺いたい。

委員

委員

会長

　市内で旬に採れる野菜とスーパーの野菜は味が違うし、旬の大根は煮物にして
も味のしみ方が全然違うなど、やはり違いが出る。

委員
　当市は雪も少なく冬場でも野菜を作れるので直売所の運営も可能である。３０
種類は無理でも施設や機械化で工夫をすれば可能かもしれない。

委員
　旬の美味しい時期にたくさん食べてもらうのがよい。現在は１年中、イチゴや
トマトがあるので、本当の旬の味というものを知らない。富士見市産の野菜はこ
の時期にこれが採れ、旬で美味しいというＰＲができるとよい。

委員

　直売所を始めてみると、「今日これはないの」とよく言われるが、三十種類も
の野菜を一緒には作れないし、量にも限りがある。また、各野菜に適した時期も
ある。購入者は、いつでも野菜が揃っているものだと考えてしまい、必要な種類
が全部揃う場所へと行ってしまうことが多々ある。

委員

委員
　この時期にはこういうものが美味しい等、地域の農業や旬を消費者に知っても
らえるとよいし、そのきっかけになるとよい。

　この時期にはこの野菜を使ったこのレシピというものができるよい。

　資料では、商業分野の制度としているが、支援の対象を商業分野に限らず市内
の事業所等すれば、工業や農業の分野も含めて広く使える制度になる。



委員

事務局

　経営革新計画承認制度の県知事承認を受けている企業の支援はいかがか。経営
革新を行うために必要な借入資金の支援等、経営革新計画を具現化していくため
の個店の後押しを行うという方法もある。個店の経営強化は商店街の振興にもつ
ながる。

会長

　商工会としても、市からの補助も受けてイベントや事業を行い開催時は大いに
盛り上がっている。ふじみマーケットは、ららぽーと富士見の協力も得て盛大に
行われたし、イベントとしてキラリ☆ふじみで収穫祭も行われた。これらをまと
めて新たな大きなイベントにしても面白い。

委員

会長

　商業分野は、飲食店や物販、サービス業など業種が多くあり、各個店でも考え
方に違いがある。ただし、いかに市内の商店を利用してもらうかと考えると、商
店街ではシャッターが閉まっている店が多くなり、何でも揃う大型店に流れてし
まうため、利用してもらえる固定客を相手に商売をするという状態になってい
る。良い商品等をアピールし、新しいお客さんに知っていただく必要があるの
で、アピールに対する補助をいただけるとよい。

委員

　ららぽーと富士見の開業により消費動向に変化が起き、以前に比べて市内消費
は高まっている。市民の消費を市内にとどめる効果とともに、市外からの来客効
果も生まれている。また、市内で経済を循環させるという観点からは、市内のお
店の良さ、魅力、技術、サービス等を市民に知ってもらい、ららぽーと富士見に
はないものや日用品等の身近なものを市内の商店で買い物するという市民のファ
ンを増やす必要がある。

　市では、商店街のイベント事業などへの補助を行っているが、商店街に加盟し
ている個店を知ってもらい、最終的には個店の利益につなげてもらいたいと考え
ている。街バルは各個店を知ってもらう効果が高いし、毎月２３日に各個店が独
自にサービスを実施する富士見の日事業なども支援していくことで、産業の活性
化を図りたいと考えている。

委員
　融資等のメリットも大きいが、経営革新計画の作成や維持に手間がかかること
もあって、取らない方が多い。

委員
　ららぽーと富士見に来店する多くの買い物客に何とか地元の商店にも回っても
らいたいという意見も多くあり、どうしたらよいか考える必要がある。

会長
　商店街を対象とする支援制度は多くあるが、個店を磨くという観点で支援する
取組がもっとあってもよい。

　イベントがお店に行くきっかけになるとよい。

委員
　街バルは、普段お店に来ないお客が来るなど個店のＰＲ効果が高い。知らない
人もまだ多くいるので、飲食店などで協力して盛り上げていけるとよい。

委員
　変えていかないといけないと思ってはいても踏み切れないので、きっかけにな
るとよい。



事務局

事務局

委員

　制度があれば利用したいし、申し込みも多いと思う。ただし、個店の利益には
なっているが、産業の振興につながっているかというといかがか。また、実施す
れば商業分野に基金の利用が偏ってしまい、他の分野との公平感が問題となる恐
れがある。

委員
　ホームページの作成など積極的に取り組むのは、どうしてもやる気のある個店
に偏ってしまう傾向がある。

委員

会長

　足立区で行っているホームページ開設に対する補助も個店のＰＲにつながる１
つのよい手と考える。現在、行っている一店逸品運動もホームページなどを活用
して個店のＰＲにつながっているので、やはりホームページがあるとよい。

会長

　融資制度に関しては、業種によって必要度が異なっている。建設業などは、制
度融資を効果的に活用して運転資金を回したり、設備投資を行ったりしている。
商業分野であるとすれば設備投資に利用するといったことがこれまでの傾向から
伺える。

　市では、空き店舗を活用して新規に創業するサービス業等の方の店舗改修費、
賃借料の補助を現在行っている。

　やる気や取り組みを喚起するという基金の使い方があってもよいと考える。
　次に、工業分野について意見を伺いたい。

会長
　国の補助金などは支出後の補助であり、期中金利の対応等が大変という声も
あったが、利子補給などの点で、個店の借り入れ利用は多いか。

　高崎市では、店舗改修に対する補助の利用が非常に多いと伺ったことがある。
産業の活性化に対する効果が高いかという疑問もあったが、いかがか。

委員
　お店にもよると思う。借入を行う店舗は少ないと思うが、他店の状況までは把
握していない。

会長
　空き店舗を利用しての新規創業に対する補助はあるが、当初借り入れに対する
補助はない。チャレンジャーがチャレンジしやすい環境整備という点ではいかが
か。

会長

　例えば、開店資金の不足分の借り入れに対する利子補給などの創業支援が考え
られる。創業者を増やすことは税収アップにもつながる。そのような制度を呼び
水にして開業するなら富士見市でと持っていきたい。個店を輝かすという要素と
新しいチャレンジャーが富士見市に出店しやすい環境を整備するということを軸
に検討を進めていただきたい。



会長

会長

事務局
　足立区で行っている「足立区知的財産権認証取得助成金」や北区で行っている
「依頼試験等補助事業補助金」が、近い内容の補助事例と思われる。

　研究開発に対する支援となるか。

　設備投資に必要な資金は会社によって金額が様々であり、一千万円なんてかか
らないという会社もあれば一千万円でも足らないという会社も多々ある。どの部
分にどういう名目で支援を行うか、仕組みが難しい。３千万円が必要な設備投資
に対して５０万円の補助を行っても・・・という状況もあるし、維持費に関して
も３千万円の機械と数十万円の機械では差が大きい。

委員

　開放特許の使用など、何かを行おうとする会社が、自分たちの知識や設備だけ
ではできないからどこかとタイアップして行うといった時の助成のほうが分かり
やすいし、税制研修会の研修費とか、実際に仕事をする前段階の助成のほうがよ
いと考える。大学で研究を進め、商品化する際には金融機関から資金を借りると
いった大学と金融機関がセットで行っている研究会も一部にはあるが、販路拡大
や仕事の増加につながる研究開発費等の負担をしてもらえるとよい。あとは人件
費の支援である。最低賃金が上がっているため、新規雇用者の賃金に併せて既雇
用者の賃金もアップしなければならず、全体の人件費が上がるため負担が大き
い。

委員

委員

会長

委員

　富士見市商工会の工業部会に加入すると無料でホームページを作成する等の取
り組みによって会員を増やしてきたが、１，７００事業所ある商業者に比べて一
桁少ない１７０事業所という状況である。また、工業といっても幅が広く会社に
よって状況は様々であり、２，０００万円もする設備が必要な会社もあれば５０
万程度の会社もある。また、ものづくり補助金がスタートしたときには、国は資
金が不足する会社のためにといったが、利用している会社はある程度大きな資金
のある会社が弁理士等を活用して受給しているのが現状であり、補助金等の申請
に係わる研修会を開催しても半分あきらめてしまい出席しないという状況であ
る。工業分野は景気も良くなく、補助を受けられるのであれば全ての分野で受け
たいし、借入れも行いたいという状況ではあるが、仕事がなくお金を使うものも
ないといった会社もあるため、支援を受けたい分野を特定することは非常に難し
いと感じる。

　設備投資に関しては、企業よって金額の桁が違うし、バリエーションが多すぎ
るということか。

会長
　国のものづくり補助金などの申請業務に対して専門家の派遣費用を補助するな
どのほうが公平感もあるし、チャレンジという点でもよいか。

　産学金融機関の連携に伴う研究費の支援か。

　産学連携に関しては金融機関が支援を行うコラボ、ビジネスマッチングの話で
ある。工業同士あるいは他分野とのマッチングであり、ライバル業者のいない分
野でのマッチングはビジネスチャンスになる。また、その際の知財業務について
は、金融機関のセミナーなどで必要な費用等を学ぶことができる。今回は、その
際のコンサルティング料など金額は少ないが資金をかけたくないところの支援で
あり、開放特許などは商品化できるか分からないのに費用をかけるため、無駄に
なる恐れもある。そのような負担に対する支援は助かる。



②その他

5

事務局

　審議の中で、背景となった個々の具体的な事例・内容等も承知しているので、
議論の内容を尊重しながら考え方を整理し、会長・副会長と相談しながら、今後
の施策としての適切な使用方法・制度を検討していきたい。今回予定されている
３回の審議の中では、個々の具体的な制度設計まで審議会で決定することは難し
いので、細かな制度設計に関しては、会長、副会長、事務局に一任していただく
ようお願いしたい。

会長

　皆さんからいただいたアイデアをベースにして富士見市の産業活性化にチャレ
ンジしていくこととし、地域経済の振興、地域のコミィニティ醸成、地域に支持
され親しまれる産業づくり、税収の向上に貢献するという目標を持って制度設計
を事務局にお願いしていくということで、本日の議論を終了してよろしか。
　⇒　委員各位、了承

　農業、商業、工業とも基金を使ってチャレンジをどう支援するかを大きなテー
マとしたい。農業の設備投資の支援も工業の研究開発も販路拡大や商品化等の新
しいチャレンジにつながるし、商業分野においても個店をどう磨いてアピールし
ていくかということになる。産業振興審議会としては、そういう基本的な考え方
で基金を有効に活用していただくよう事務局に制度設計をお願いすることとした
い。

会長

閉会 まちづくり推進部長

　次回の開催は、平成２９年１２月２２日、平成３０年１月１０日、１月１２日
のいずれかの日程で調整し、改めて開催通知を送付する旨を説明。

連絡事項等


